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2019年4月15日 

 
 

 
株式会社オーガニックソイル 

本社：東京都中央区日本橋茅場町2-9-8  
茅場町第2平和ビル6F 

 

株式会社オーガニックソイルは2015年5月の設立以来、農業ベンチャーとして自社開発の高密度微

生物有機培土「オスミックソイル」の製造と、この土を活用した太陽光利用の環境制御ハウス「オ

スミックハウス」(*)の販売、ならびに独自手法によって栽培した高糖度ミニトマト「OSMICトマ

ト」の流通販売といった「アグリプロダクツ事業」を手掛けてまいりました。 

 

このような自社の取り組みを蓄積することで、昨年度からは第2の柱である「OSMICアグリコミュ

ニティ事業」として、有機培土「オスミックソイル」と、栽培を担う「オスミックハウス」を組み

合わせた植物工場、栽培技術指導から販売、マーケティング、ブランディングまでをパッケージ化

し、新規農業参入検討企業様へ企画提案をすすめてきました。 

2017年4月、千葉市緑区にてオスミックアグリ千葉のOSMICトマト生産がスタートし、続いて茨城

県つくば市にオスミックアグリ茨城、愛知県西尾市に大野精工様、2018年6月には、千葉市緑区に三

菱地所様と弊社の合弁会社であるメックアグリがOSMICトマト生産を開始しました。 

現在稼働しているOSMICトマトの全生産規模は約2ヘクタールで生産量300トンです。現在、兵庫県

姫路市で建設中のライフデザイン阪急阪神様や三重県津市に計画中の三交不動産様、岡山県笠岡市

に計画中のジェイ・イー・ティ様、また、オスミックアグリ千葉とメックアグリの増設等により、

今期末（2020年3月）には、合計の生産規模約6ヘクタールで生産量1,000トンとなる計画です。 

 

※太陽光利用型環境制御ハウス ： 気化熱による冷却装置やヒートポンプによる冷暖房装置等を備え、栽培環境を 

制御することができます。 

＜イメージ写真＞ 

 

 

 

 

 

 

 

今年度は自治体との取り組みにも積極的に着手し、“農と食”を楽しむ農業テーマパークの開発、

ならびに海外進出も加えた「OSMICアグリコミュニティ事業」にこれまで以上に注力してまいります

ので、以下ご案内申し上げます。 

 

今年度の主な取り組み 

＜OSMICアグリコミュニティ事業＞ 
（1） 生産パートナーの拡充について 

今後の中長期計画では、OSMICトマト生産開始から10年目となる2026年を目途にOSMICトマト

の生産規模を合計100ヘクタール生産量15,000トン、生産出荷額300億円を計画しています。 

また、トマト生産以外にイチゴや他の農産物の開発にも注力し商品ラインナップを拡張して

いきます。 
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（2） 自治体との取り組みについて 

大規模化するOSMICトマト生産事業の新たな事業モデルとして、私共はOSMICトマト生産施設

と農と食のテーマパークを併設した【OSMICアグリコミュニティ】という構想の下、事業展開

を進めてまいります。 

 

この【OSMICアグリコミュニティ】にて開業する農と食のテーマパークは、OSMIC栽培による

トマトやイチゴをはじめ、他にも色々な野菜の観光農園や貸農園、マルシェ、一流シェフ監

修のレストランモール、グランピング、簡易宿泊施設などを組み入れた「参加型農業テーマ

パーク」を目指し、地域社会のコミュニティとして地方創生の一端を担えればと思っており

ます。 

 

また、この【OSMICアグリコミュニティ】では、もうひとつ大きなチャレンジをしようと考え

ています。それはOSMICアグリコミュニティにバイオマス発電や大型蓄電設備の導入を計画

しており、エネルギーのスマート化や廃熱利用、さらには排ガスからCO2の分離回収を行い、

農業利用する、いわゆる農業トリジェネレーションへのチャレンジです。 

更に、栽培物の残渣もバイオマス発電の燃料として利用することによって環境保全の循環型

農業の実現を目指して参ります。 

 

 

                       ※写真は参加型農業テーマパークイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3） 海外事業展開について 

海外企業からOSMICトマトの生産事業に関するご要望を多数いただく中、いよいよ今期より

海外事業展開をスタートすることとなりました。まず、最初の海外事業は、中国の厦門とイン

ドネシアのバリ島において、現地法人を設立し、肥料工場、試験農場の設置を行い、2020年よ

り本格的な生産事業を開始する予定です。海外事業においても日本と同様のビジネスモデルを

計画しており、パッケージ化した農場運営の提案を行います。 

 

 

   また、今年度の事業展開に先駆け、国内外における「OSMIC」ブランドの浸透に向け 

5月1日より社名を現在の株式会社オーガニックソイルから「株式会社OSMIC」に変更します。 

 

 

OSMIC（オスミック）の由来 

Organic Soil Microbe Cultivation の略称 
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＜OSMICアグリプロダクツ事業＞ 

以下の新商品を市場導入していきます。 

    (1)“糖度12度以上”を誇る究極のトマト「OSMIC first」 

OSMIC firstは、オスミックハウスで収穫された最高糖度のフルーツトマトです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

販売価格 ￥5,000（税別）※48粒  

2019年4月15日より OSMIC 通販サイトにて数量限定販売を開始します 

 

オスミックハウスで収穫されたトマトは、一粒一粒を光センサーで糖度を選別しています。 

糖度と生産量に応じてクラス分けをしており、糖度が高いものから順番に「Premium」、「5star」、 

「4star」、「3star」とクラスを設定しています。ひとつのパッケージに詰められたトマトは糖 

度が揃っているので、OSMICトマトを使用するホテルレストラン、業務店ではメニュークオリ 

ティーのコントロールでも味のレベルでも高い評価をいただいております。 

 

 

 (2)OSMIC dip pure  

 OSMICトマトをペースト状になるまでじっくりと煮詰め、旨味をさらに凝縮しました。 

 付ける、塗る、足す、様々な楽しみ方で食卓を豊かにするディップです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

販売価格 ￥2,000（税別） 

添加物不使用・OSMICトマト100％使用 内容量95ｇ 

2019年4月15日より OSMIC 通販サイトにて数量限定販売を開始します 

 

 

以上 
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＜参考資料＞ 

株式会社オーガニックソイルの概要 

 

 

・所在地 

・事業内容 

 

 

 

 

 

 

・設立日 

・代表者 

・資本金 

・関連会社 

 

 

 

・ホームページ 

東京都中央区日本橋茅場町2-9-8 茅場町第2平和ビル6F 

＜アグリプロダクツ事業＞ 

温室ハウスプラントの販売 

高密度微生物有機培土及び肥料の製造・販売 

農業ビジネス及び事業展開のコンサルティング 

農産物の生産・販売 

＜アグリコミュニティ事業＞ 

自治体と連携した農業テーマパークの展開 

2015年5月8日 

中川英之 

99,900千円 

株式会社オスミックアグリ千葉  

株式会社オスミックアグリ茨城  

株式会社メックアグリ  

株式会社テヌート 

https://organicsoil.co.jp/  

 

 

 

 

 

 
 

株式会社オーガニックソイル PR企画課 川口、渡邉 
TEL : 03-6667-0313 直通） 

Email：kawaguchi@organicsoil.co.jp 
 

       

 
＜ 本件に関するお問い合わせ先 ＞ 

https://organicsoil.co.jp/

